
脱炭素社会に向けた取組が世界的に進むなか、CO2排出を削減する手法としてCCUSが注目されて
います。CCUSとは、工場や発電所などから排出されたCO2を分離・回収して貯留するCCS（Carbon 
dioxide Capture and Storage）と回収したCO2を再利用するCCU（Carbon dioxide Capture and 
Utilization）を総称した技術のことです。
IEA（国際エネルギー機関）の「エネルギー技術展望」によると、パリ協定に基づき各国が示す削減
目標から2070年にカーボンニュートラルを実現するために必要な追加の削減量は約358億トン／年と
され、うちCCUSによる削減貢献量は約69億トン／年とみられています（図表１）。
わが国では2018年に閣議決定された「第５次エネルギー基本計画」において、CCUSの実用化を
目指した研究開発や国際機関との連携が掲げられています。CCSについては、北海道・苫小牧におい
て、経済産業省、NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機構）、JCCS（日本CCS調査㈱）が中心と
なり大規模な実証実験が進められ、2030年までの商用化を目指しています。さらに、この設備を活用
してCO2を再利用するCCUへの取組が検討されています。CCUは主に直接利用と間接利用に分かれ、
直接利用では産業ガスとしての利用や、自噴をしなくなった油田にCO2を圧入して残存原油を回収する
EOR（石油増進回収）での利用があります。間接利用には、ポリカーボネートなどの化学品、軽油や天然
ガスなどの燃料、コンクリートなどの鉱物への変換による再利用があり、これらはカーボンリサイクル
とも呼ばれます（図表２）。
もっとも、実用化に向けた課題も多く、CCSでは、①CO2を排出する製造業が多い地（太平洋側）と貯留

に適した地（日本海側）が離れており、低温・低圧で液化されたCO2の船舶輸送の実証化が必要である
ことや、②現状ではCCSを想定した法令がないため法制度の明確化が必要なこと、CCUでは、③CO2分
離・回収のコストが再利用される製品に付加されるため、既存製品に対する価格競争への対応が必要で
あることや、④CO2を製品に変換する際、化石燃料由来のエネルギーを使用するとCO2排出量が増加
する可能性もあり、ライフサイクル全体でのCO2収支を検討する必要があること、などが挙げられます。
CCUSは気候変動の緩和や炭素の循環利用を実現するイノベーションとして期待されており、税控除
や補助金など導入促進のための制度を整備しながら、早期の社会実装に向けて取り組んでいくことが
求められます。
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図表１ 世界のエネルギー起源CO2排出削減貢献量 図表２ CCUSの概念図

（資料）IEA「Energy Technology Perspectives 2020」をもとに三十三総研作成 （資料）経済産業省HPをもとに三十三総研作成
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運動不足は死亡の第３の危険因子
あなたは最近、運動不足になっていませんか？
新型コロナの感染拡大により、不要不急の外出

が自粛要請され、ステイホームが推奨され、テレ
ワーク、オンライン授業などの実施により在宅
時間が増え、運動不足を感じている方は多いと
思います。
厚生労働省が2011年に発表した調査結果に

よると、死亡者の予防可能な危険因子の上位３位
は、喫煙、高血圧、運動不足という順です（図表）。
運動不足は、循環器系疾患、悪性新生物（がん）の
危険因子であり、運動不足を改善することにより、
健康寿命を延伸することができます。
運動不足の改善方法は、テレビ、新聞などの

マスコミで今まで以上に数多く情報提供されてい
ます。しかし、マスコミから情報を得ても、人の身
体特性は生まれ持った遺伝子と生まれてからの生
活履歴により同じ人は誰もいないので、そのまま
実施しても、効果が少ない場合がよくあります。

個々人の身体計測データに基づく健康管理
それでは、個々人の身体状態に合った運動方法

を、どのように見つければよいのでしょうか？
皆様が既に行っている健康診断や人間ドック

の検査データを使用することが一番有益です。
しかし、健康診断は１年に１回で運動の効果を
把握するには測定間隔が長過ぎ、運動を継続する
モチベーションの維持には力不足です。
そのため、日常的に身体の状態を簡便に計測

する方法として、最近、腕時計型またはリスト
バンド型のスマートウォッチが注目されています。
超小型センサとコンピュータを内蔵しており、
心拍数、移動距離、距離歩行数、睡眠時間や睡眠
の質、消費カロリーなどが計測でき、24時間継続
して計測データが得られ、スマホやPCにデータ
を送信できる機能は大きなメリットです。
これらの機器で計測した個々のデータは、医療

用機器に比べると精度は劣ります。しかし、多種類
のデータの経時的な変化を統計解析し、データの
信頼性を適切に評価し、総合的に判断するシステム
を開発すれば、効果的な運動方法を見つけ出すこと
は容易です。

データに基づいた生活習慣の改善
あなたはデータに基づいた健康管理をしてい

ますか？
健康診断で、良くない検査データが出た場合

には、生活習慣の改善、特に効果的な運動が必要
です。また改善した効果がデータで把握できない
と、運動を継続させることは難しいと思います。
読者の皆様には、データに基づいた生活習慣の
改善を目指していただきたいと思っております。

図表 2007年の我が国の危険因子に関連する
非感染症と外因による死亡者数

（資料）厚生労働省政策科学総合研究事業「我が国の保健医療制度に関する包括的
実証研究 2011」
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